





A Study of the Teaching Method of Art Painting in Secondary Education and Higher Education　




































































































































































































































































































































（2）『高等学校芸術学習指導要領（平成30年告示）解説　芸術（音楽 美術 工芸 書道）
編』での絵画とデザインの学習指導内容について




























































































　なお，『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　芸術（音楽 美術 工芸 書道）編　
音楽編　美術編』の第３部「美術編　第２章　各科目　第６節　絵画」30）では，美術専門
科目である「絵画」についての学習指導内容が掲載されている。この美術専門科目「絵
画」は，高等学校で美術を専門に学ぶ生徒に対して各校で開設することが可能な科目であ
る。「絵画」の学習指導内容では，絵画表現として，漫画やイラストレーション，アニ
メーションについての指導内容も含まれ，文部科学省は，純粋芸術である絵画（日本画，
水彩画，油彩画，ミクストメディアなど）と，漫画やイラストレーション，アニメーショ
ンなど平面での視覚伝達デザイン作品との区別はなく，このことは，主題を自由に表すこ
とができる平面での作品を，全て絵画という枠組みの中で取り扱うことを示唆しており，
いささか疑問のあるところではある。
４　高校生及び大学生の絵画に関する意識と認識について
（1）高校生及び大学生の絵画に関する意識と認識についてのアンケート調査及び結果
　純粋芸術としての絵画とイラストレーションを含む視覚伝達デザイン平面作品との区別
という視点から，絵画に対する意識や認識の実態を明らかにすることで，中等教育での美
術教育からつながる高等教育での絵画指導上の課題を明確化できると仮定し，高校生及び
大学生を対象に次ページ表表３の項目でのアンケート調査を実施した。
（2）高校生及び大学生の絵画に関する意識と認識についてのアンケート調査項目設定に
関して
　アンケート調査の実施にあたっては，絵画とイラストレーションを含む視覚伝達デザイ
ン平面作品との区別という視点から，絵画に対する意識や認識の実態を明らかにするため
表３のアンケート調査項目を設定した。
　まず最初に，意識と認識の定義について述べておく。意識とは，「いしき〖意識〗　①
㋐物事に気づくこと。また，その心。感知。知覚。　㋑（混濁・無意識などに対して）
はっきりした自律的な心の働きがあること。自覚。覚醒。見当識。　②状況・問題のあり
ようなどを自らはっきり知っていること。　③〔〔哲・心〕〕〔ドイツBewuβtsein；英
consciousness〕㋐単なる直接の盲目的な情意や知覚ではなく，自他の在り方自身を察知す
る明瞭で反省的な心の状態。また，その作用・内容など。　㋑思考・感覚・意志などを含
む広く精神的心的なものの総体。主観。　④〔〔仏〕〕〔梵mano-vijñāna〕六識の―。感覚
器官による眼・耳・鼻・舌・身の五識に対し，心の働き，精神の働きのこと。第六識」31）
であり，物事や状態に気づいていること，又は対象をそれとして気にかけることをいう。
一方，認識とは，「にんしき〖認識〗　①物事を見分け，本質を理解し，正しく判断する
こと。また，そうする心のはたらき。　②〔〔哲〕〕〔英cognition；ドイツErkenntnis〕人間
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（主観）が事物（客観・対象）を認め，それとして知るはたらき。また，知りえた成果。
感覚・知覚・直観・思考などの様式がある。知識」32）のことであり，物事の本質や意味を
理解・識別し十分意識することをいう。
　したがって，上表「表３　絵画に関する意識と認識に関するアンケート調査項目」での
調査項目の場合，絵画とイラストレーションを含む視覚伝達デザイン平面作品が存在する
ことを知っているか否か，あるいは感じているか否かという段階の項目（表３の２，３）
を意識調査項目として設定した。また，絵画やイラストレーションを含む視覚伝達デザイ
ン平面作品が存在することを知っており，かつ絵画やデザインの特性や違いを十分理解し
自分の考えで判断・区別することができるか否かという段階の項目（表３の１，４，５）を
認識調査項目とし設定した。
表３　絵画に関する意識と認識に関するアンケート調査項目
中等教育及び高等教育における絵画指導についての一考察
- 35 -
　また，表３の調査項目１は，絵画作品とイラストレーションを含む視覚伝達デザイン平
面作品の区別の時期を問うことで，絵画及びデザインの特性や違いについて認識した時期
と認識の有無を調べる項目として設定した。つづく表３の調査項目２は，学校の授業（図
画工作，美術）時における絵画作品とイラストレーションを含む視覚伝達デザイン平面作
品を区別して見ようとする意識をした時期と意識の有無を調べる項目として設定した。つ
づく表３の調査項目３は，普段の生活の中（学校の授業時間以外）における絵画作品とイ
ラストレーションを含む視覚伝達デザイン平面作品を区別して見ようとする意識をした時
期と意識の有無を調べる項目とし，図画工作や美術の授業時に比べ，より本来の意識が表
れやすいのではないかと考え設定した。表３の調査項目４は，学校の授業（図画工作，美
術）時において，絵画作品とイラストレーションを含む視覚伝達デザイン平面作品の特性
や違いについて理解し，区別して表現しようとする認識をした時期と認識の有無を調べる
項目として設定した。表３の調査項目５は，自由記述により，絵画作品とイラストレー
ションを含む視覚伝達デザイン平面作品の特性や違いについてどの様に理解し，どの様に
認識しているかということを調べる項目として設定した。
　2019年７月中旬から同年７月下旬（絵画に関する前期授業の終了時）にかけてアンケー
ト調査を実施し，筆者が勤務する短期大学美術科で美術やデザインを専門的に学ぶ学生77
名（内訳…短期大学１年次生：54名，２年次生：17名，短期大学専攻科１年次生：２名，
専攻科２年次生：４名）から回答を得た。また東海地区の高等学校（回答を得た４校の内
訳…全日制普通科の高等学校：１校，全日制普通科・理数科の高等学校：１校，全日制総
合学科の高等学校：１校，全日制専門学科の高等学校：１校）に協力をいただき，2019年
８月下旬から同年10月中旬（高等学校では，２学期始めの授業時，若しくは後期始めの授
業時）に調査を実施し，高等学校で美術やデザインに関する科目を現在選択し学んでいる
高校生430名（内訳…高等学校１年次生：362名，高等学校２年次生：40名，高等学校３年
次生：28名）から回答を得た。
　このアンケート調査によって得られた結果を，次ページ「表４　絵画に関する意識と認
識についてのアンケート調査結果」に示す。
（3）高校生及び大学生の絵画に関する意識と認識についてのアンケート調査結果の分析
　高等学校においては，美術やデザインに関する科目を選択している高校生430名からア
ンケート調査の回答を得たが，調査に協力いただいたいずれの学校でも高等学校１年次生
（362名）は「音楽Ⅰ」，「美術Ⅰ」，「書道Ⅰ」の３科目の中から「美術Ⅰ」を選択してい
る。また，高等学校２年次生（40名），高等学校３年次生（28名）と年次が上がるにつれ
本アンケートへの回答数が減少している。この年次による回答数の減少には理由があり，
高等学校２・３年次では美術やデザインに関する科目選択が生徒の進路希望や興味関心に
合わせた選択制であり選択者そのものの人数が少人数であるため，おのずと回答数も限ら
れた数となっている。
　次に，本アンケート調査の各調査項目での調査結果及び分析について論じることとす
る。
　前ページ「表３　絵画に関する意識と認識に関するアンケート調査項目」での調査項目
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表４　絵画に関する意識と認識についてのアンケート調査結果
（実数；人数）高校生及び大学生の絵画に関する意識と認識についてのアンケート調査結果
中等教育及び高等教育における絵画指導についての一考察
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１の結果が，前ページ表４の①である。高等学校１年次生と高等学校２年次生では，絵画
作品とイラストレーションを含む視覚伝達デザイン平面作品を区別した時期，つまり，絵
画及びデザインの表現上の特性や違いについて認識した時期について，「中学生時」の回
答数が最も多く，高校１年：159人（学年内割合43.9％），高校２年：19人（学年内割合
47.5％）であった。この結果から，中学校美術科での絵画教育やデザイン教育によって，
半数に近い子供たちが絵画及びデザインの表現上の特性やその違いについて認識したこと
が分かり，中学校での美術教育の有効性を指し示す結果と言えよう。また，母数は少ない
ものの高等学校３年次生や大学生においては，絵画及びデザインの表現上の特性や違いに
ついて認識した時期について，「高校生時」の回答数が最も多く，高校３年：12人（学年
内割合42.9％），大学生：28人（大学生内割合36.4％）であった。この結果は，絵画やデザ
インについての高等学校での学習が深まるにつれ，絵画やデザインについての認識も次第
に深まっていくことを指し示しているのではないかと思われる。さらに，大学生では，
「大学生になってから」と回答した学生が19名（大学生内割合24.7％）と，およそ４人に
１人の学生が大学での専門的な絵画教育を通して，絵画の表現上の特性についてより深く
認識するようになったことを示している。一方，「区別することができない」とした高校
１年：117人（学年内割合32.3％）と，高等学校で美術Ⅰを選択している子供たちの約３
割にのぼることから，文部科学省『中学校学習指導要領　第２章　第６節　美術』の表現
の活動や鑑賞の活動の学習指導目標33）を十分に達成できているとは言い切れない現状が
あるのではないか。
　表３調査項目２の結果が，表４の②である。この調査項目２は，学校の授業（図画工
作，美術）において作品をみる時の平面における絵画作品と視覚伝達デザイン平面作品の
区別を意識した時期と意識の有無を調べる項目であるが，小学校での図画工作や中学校，
高等学校での美術の授業で作品を見る機会は，鑑賞活動時や表現活動時に参考作品として
教科書掲載などの図版を，また表現活動時のまとめとして制作した作品を子供同士で相互
鑑賞するという機会や，美術館等での作品鑑賞時などの場合であろう。授業中に作品を見
る場合は，授業担当教員からの発問や教科書の説明・解説がある場合も多く，絵画とデザ
インについての表現上の特性やその違いについて意識しながら見ることが多い。意識しな
がら見始める時期は，「中学生時」の回答が比較的多く，高校１年：130人（学年内割合
35.9％），高校２年：16人（学年内割合40.0％），高校３年：10人（学年内割合35.7％），大
学生：16人（大学生内割合20.8％）であった。また，高等学校３年次と大学生については，
「高校生時」の回答が最も多く，高校３年：13人（学年内割合46.5％），大学生：34人（大
学生内割合44.2％）であった。この結果は，調査項目１と同様に，高等学校での学習の深
まりが意識の高まりにつながっているものと思われる。一方で授業時においても「区別し
て見ていない」つまり「絵画やデザインの表現上の特性や違いについて作品を区別して見
る意識が無い」とした高校１年：161人（学年内割合44.5％）と，高等学校で「美術Ⅰ」
を選択している子供たちの約半数弱にのぼることが分かった。
　表３調査項目３の結果が，表４の③である。この調査項目３は，学校の授業時間以外の
普段の生活時において作品をみる時の平面における絵画作品と視覚伝達デザイン平面作品
の区別を意識した時期と意識の有無を調べる項目である。授業外の普段の生活において
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「区別して見ていない」つまり「絵画やデザインの表現上の特性や違いについて作品を区
別して見る意識が無い」とした高校１年：200人（学年内割合55.3％）と，高等学校で「美
術Ⅰ」を選択している子供たちの半数以上いることが分かった。高等学校２年次生や高等
学校３年次生，大学生については，意識して見るようになった時期を「高校生時」とした
回答が多く，年次が上がるに伴い意識が無い割合が減少していることから高等学校での絵
画教育やデザイン教育の深まりが子供たちの日常的な意識レベルを高めていると言えよう。
　表３調査項目４の結果が，表４の④である。この調査項目４は，学校の授業（図画工
作，美術）時の表現活動において，絵画作品と視覚伝達デザイン平面作品の表現上の特性
や違いについて理解し，区別して表現しようとする認識をした時期と認識の有無を調べる
項目である。絵画とデザインでは表現上の特性が異なるが，この違いの認識が無く絵画や
デザイン作品を制作しているとした高校１年：157人（学年内割合43.4％）と，高等学校
で「美術Ⅰ」を選択している子供たちの約半数弱にのぼる。一方で，「中学生時」に認識
し表現活動をし始めた高校１年：137人（学年内割合37.8％）と，認識が無いという割合
に次いで多く，中学校美術科の美術教育では絵画とデザインの表現上の特性を認識した上
で表現している子供と認識なく表現活動に取り組む子供とに大きく二極化傾向にあると思
われる。また，高等学校の絵画教育やデザイン教育によって絵画とデザインの表現上の特
性の違いを認識し表現活動をしているという回答が，高校２年：19人（学年内割合
47.5％），高校３年：14人（学年内割合50.0％），大学生：27人（大学生内割合35.1％）で
あり，高等学校での学習の深まりを示す結果となった。さらに，表現上の特性の違いを認
識し表現活動をし始めた時期を「大学生になってから」と回答した大学生：21人（大学生
内割合27.3％）と，大学生の回答では「高校生時」に次ぐ高い割合となり，大学での専門
教育としての絵画教育によってより認識を深めながら絵画制作をする姿があると言えよう。
　表４の⑤は，表４の②調査項目で「学校の授業（図画工作，美術）での作品鑑賞活動時
に，絵画作品と視覚伝達デザイン平面作品を区別して見ようとする意識が無い」と回答，
かつ表４の④の調査項目においても「学校の授業（図画工作，美術）での表現活動時に，
絵画作品と視覚伝達デザイン平面作品の表現上の特性やその違いについて理解し表現をす
る認識が無い」と回答した数値を示している。年次が上がるにしたがいその割合は減少す
るが，高校１年：132人（学年内割合36.5％）と高等学校「美術Ⅰ」を選択している子供
の実に３人に１人以上が，絵画とデザインの表現上の違いを意識することも認識すること
もなく学習活動をしている実態がある。
　同表３の調査項目５は，自由記述により，絵画作品と視覚伝達デザイン平面作品の表現
上の特性や違いについて，どの様に認識をしているかということを調査するため設定し
た。「絵画は自分の中の思想などを表現したもの。デザインの絵は誰がみても『それ』と
分かるもの」，「絵画はあまり目にしない。デザインの絵はパッケージなどで目にする機会
が多い」，「絵画は昔からあり個性が強い。デザインの絵は現代的で平たいイメージ」，「絵
画には現実味がある。デザインの絵は想像してえがいたイラストのような感じ」，「自分の
考えを形にし，表現を追求していくのが絵画。デザインの絵は大衆にむけて描くもの」，
「絵画もデザインの絵も，構図やモチーフ面で少なからずデザイン的な面もあり違いがな
い」，「絵画は手描き。デザインの絵はパソコンで描く」，「デザインの絵はカラフルで見や
中等教育及び高等教育における絵画指導についての一考察
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すいが，絵画はかたくて見にくい」など，記述された内容は様々であり，紙面上の制約か
らすべての記述を掲載することはできないが，子供なりに絵画やデザインに対する認識を
していることが分かった。その反面，「絵画とデザイン作品の違いが分からない」と記述
した高校生：31人（高校生内割合7.2％）がおり，表４の①において絵画作品と視覚伝達
デザイン平面作品とを「区別することができない」と回答した高校生：121人（高校生内
割合28.1％）の結果を考慮に入れると，記述がなかった（空欄による「回答なし」の高校
生：311人）高校生の中には相当数，絵画作品と視覚伝達デザイン平面作品との表現上の
特性や違いについての意識や認識の無い子供たちが存在すると思われる。
５　まとめ：成果及び課題
　本研究での考察をとおして，次に挙げる二つの成果及び課題を得るに至った。
（1）絵画教育における系統的な学びの視点での授業実践研究の必要性
　小学校図画工作科から中学校美術科へ，さらに高等学校芸術科美術，工芸へと，基礎・
基本的な学習から応用・発展的な学習指導への系統的な学びの視点が，文部科学省『中学
校学習指導要領（平成29年告示）解説　美術編』や文部科学省『高等学校学習指導要領
（平成30年告示）解説　芸術（音楽 美術 工芸書道）編　音楽編　美術編』に明示されて
いることの意味するところは，学習指導者が学校教育における美術教育の全体像をイメー
ジしやすくするためであろう。つまり，小学校から中学校，高等学校，大学へと，子供の
発達段階に合わせた学習の積み上げと深化を目指した学習指導の視点から絵画指導を行う
ことが求められており，当然のことながら専門教育である大学での絵画教育においても，
こうした系統的な学びの視点が求められていることが明らかとなった。高等学校までの普
通教育とは異なる大学での専門的な絵画教育では，造形性を研ぎ澄ませていくことなど，
新たな学びは不可欠ではあるが，中等教育までの絵画教育との連続性を意識し，系統的で
発展的な絵画教育の授業実践研究を行っていく必要がある。
（2）絵画の特性について認識を深めるための絵画指導法及び授業実践の必要性
　本研究における絵画と視覚伝達デザイン平面作品との区別という視点での「高校生及び
大学生の絵画に関する意識と認識についてのアンケート調査」の結果及び分析によって明
らかになったことは，文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説　美術編』
や文部科学省『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　芸術（音楽 美術 工芸書道）
編　音楽編　美術編』において学習指導すべき内容である絵画とデザインとの表現上の特
性や違いについての意識や認識が無い子供が，高等学校芸術科「美術Ⅰ」で学んでいる高
等学校１年次生のおよそ４割余りも存在するという実態である。中等教育における絵画と
デザインに関する学習指導内容についての考察において，この二つの分野の学習指導内容
には，共通する内容も有るが，絵画とデザインの本質的な表現上の特性の違いから，両者
異なる内容での学習指導が求められている。絵画に対する子供の意識や認識は，絵画につ
いての学習体験を積み重ねるほど深まっていくと言え，制作活動や鑑賞活動をとおした新
たな発見や気付きによって，再認識を何度も繰り返しながら次第に認識を深めていくこと
が本研究でのアンケート調査の結果及び分析により明らかとなった。このことから，中等
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教育美術科における美術教育から高等教育につながる絵画指導上の一課題が，純粋芸術と
しての絵画の特性について認識を深めるための絵画指導法及び授業実践にあると結論付け
る。
６　おわりに：絵画教育の目標及び表現者としての姿
　中等教育における絵画教育では，表現・鑑賞活動の主体者である子供一人一人が，自分
が表現しようとする動因・対象（モチーフやモデル，風景など）の観察や自己の内面を造
形的な視点から見つめることをとおして，感じ取ったことや考えたこと，夢や想像から表
現したい主題を生み出し，自分の意図に合わせて形や色彩，材料などを効果的に生かして
実感をもって豊かに表現する資質・能力を育成することを目標としている。さらに，高等
学校では，より深い表現や鑑賞の活動が可能な資質・能力の育成が求められ，絵画指導で
は，自分自身の内面や自分の身近な自然，自分の生活をより深く見つめ，主題を追求し創
造的に表すことや，美的体験を重ね，自らが生み出した主題を基に自己の内面と対峙しな
がら試行錯誤し，鑑賞活動とともに表現を深めていくことを学習のねらいとしている。普
通教育としての中等教育における絵画教育は，その目的をよりよき人間形成のための全人
教育としているが，その学習指導内容や美術の授業で目指している主体的・意欲的に学ぶ
生徒像は，芸術としての絵画を探求する姿そのものであり，高等教育での絵画教育にも通
ずるものと言える。そして，この目標や姿は，純粋芸術としての絵画が人間の価値観を表
したものであるという性質上，学習者や制作者が中学生や高校生，大学生，また，大人で
あっても，絵画教育の根底にある本質的で普遍的な目標や姿ではなかろうか。
　絵画表現の場合，自分が一つ一つの作品を創るために必要なものや関連する事柄につい
て調べ観察し，それを漠然とではなく自分のものとして認識し表現することが大切であ
る。それが「本当に知る」ということである。身のまわりにあふれている膨大な情報や漠
然としたイメージの中から，自分にとっての本当の本物を選び紡ぎ出し，それを自分の価
値あるものとして作品に統合し表現していくプロセス（過程）そのものが，純粋芸術とし
ての絵
え
画を描くという行為にほかならない。本論において，大学での高等教育における絵
画表現も，初等教育での図画工作や中等教育での美術の授業の学習体験を基盤にして成り
立っていることを述べてきた。専門教育としての高等教育に期待されていることは，分
かっているようでよく分からない自分自身と向き合い，自分の内面にある価値観を表現し
ていくための作品制作研究のプロセスの中で，絵画表現の手段として材料や技法，考え方
などについて学び探求していくことである。また，「絵画とはなにか」，「なぜ描くのか」，
「なにを描くべきか」，「自分とは何者か」など，絵画表現者にとって避けることができな
い絵画を描くことの本質的な意味について，絵画制作に向き合う仲間として共に問いか
け，共に語り合いながら研究に取り組む学びの場をつくり出すことを期待されている。
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